


































































































































 審査結果の要旨 } 王
 ～
]
 尿路結石の成因論に関しては,枚挙にいとまのない殴どの報告がある。とくに,尿路結石中の有
 機物質が結石生成に際し,何等かの役割を持つことは推察されているものの,まだその作用につい
 ては未解決の点が多い。
 著者は,楓らの実験的胆石生成むよび胆石の組織化学的検索より,有機高分子物質,とくに酸性
 ムコ多糖による粒子の架橋作胴を重視し,尿路結石について結石構成成分中有機高分子物質の組織
 化学的検索を試みた。40コの尿路結石を赤外スペクトル分析にて分類し,各試料について,研磨
 標本を1乍成し組織学的検索を行なった。一方,半割した結石を脱灰し,各種染色により結石内有機
 物質の検索を行ない,ざらに結石を化学的に分析した。
 結石内有機物質は一部に硫酸基を含む酸性ムコ多糖,中性ムコ多糖および蛋白からなり電シユウ
 酸カルシウム諭よびリン酸カルシウム結晶の各粒子間に網目状に分布し,あたかも各粒子を結びつ
 けるかの如く存在している研環,をえた。これらの所昇,より,尿蕗結石においても胆石の場合と同様
 に酸性ムコ多糖が結贔の各粒子を結びつける重要な役割(架橋作用)を演じているのではないかと
 推察しえた。
 以上の知見は,尿路結石生成機構に寿げる有機高分子物質の存在意義を解明する上で極めて重要
 なも¢)てあ堕,ひいては,旗らの生体内における膠質物質の凝結機構の理論を裏付けるものである。
 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める∩
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